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主な内容　p2-3地域おこし協力隊紹介、p4スーパープレミアム商
品券発行、p5フナ釣り大会・かぼちゃフェア、p8子育て世帯臨時特
例給付金・臨時福祉給付金、p10マル福の定期更新、ほか

表紙　天まで届け！手作りこいの
ぼり。こどもたちの夢をのせて。

（新利根幼稚園での1コマ）
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■意気込み
　初めての場所での生活がスタートしますの
で、まずは共に活動する仲間や、稲敷市で暮
らす方々と時間をかけて良くコミュニケー
ションをしていきたいと思っています。そし
て稲敷市の素晴らしい所を知り、県外に暮ら
す方々にもその素晴らしさを伝えていきたい
と思います。

■意気込み
　稲敷市に眠っている魅力を引き出していけ
ればと思います。今まで、産直市や商品開発
を中心に仕事をしていたので、稲敷市でも関
わっていきたいです。

■意気込み
　大学で習っていた音楽を生かして、「稲敷
いなのすけ」のテーマ曲の作成や、地域の祭
り、行事での演奏会の企画などを行いたいで
す。また、地域の特産物を使って、おいしい
お菓子を考案し、観光事業の促進にも取り組
んでいきたいです。

■意気込み
　「魅力のない県ワースト 1」と言われて久し
い茨城県ですが、私は生まれ故郷であるこの
自然と美味しい作物が大好きです。今までの
経験を活かして、精力的に活動していきます。

■プロフィール
　会社員をしながら、より社会を良くしたい
という思いから、今年の２月まで約１年間ビ
ジネススクールで社会起業家になる為の勉強
をしていました。その時に地域活性分野に出
会い、様々なご縁から稲敷市で地域おこし協
力隊として活動させていたくことになりまし
た。よろしくお願いします。

■プロフィール
　稲敷市地域おこし協力隊、移住・定住コン
シェルジュとして活動させていただくことに
なりました。2 年間、島根県美郷町地域おこ
し協力隊として仕事をしてきました。2 年間
の経験を生かし、稲敷市でお役に立てればと
思います。

■プロフィール
　初めまして！この度、稲敷市地域おこし協
力隊として活動させていただくことになりま
した岸本航です。私は、高校生時代は稲敷で
暮らしていました。今回この協力隊の募集を
見て、大学で習っていた音楽や、自身のアイ
ディアを生かし、地元である稲敷を盛り上げ
ていきたいと思います！

■プロフィール
　「千代田区の地域情報の発信・地域力向上
のためのイベント運営」を目的としたワテラ
スというところで働いておりました。多趣味
で人見知りをしませんので、一緒に面白いこ
とをしていきましょう。

■前住所
　埼玉県川口市

■前住所
　島根県邑

お お ち ぐ ん
智郡美

みさとちょう
郷町

■前住所
　神奈川県川崎市

■前住所
　千葉県船橋市
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岸
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地域おこし協力隊とは
　総務省の取り組みで、都市住民に移住していただき、地
域力の維持・強化を図ることを目的として、「地域おこし協
力隊」として活動してもらうものです。
　稲敷市では、定住コンシェルジュとして移住活動の支援
や定住の促進を図っていくための活動と、マスコットキャ
ラクターを活用した地域活性化活動の 2 つの活動をします。

５月 1 日に地域おこし協力隊として着任・定住しました
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江戸崎かぼちゃフェアが６月13日（土）から30日
（火）まで開催されます。
6月13日（土）にポティロンの森で開催される「江
戸崎かぼちゃフェアin ポティロンの森」では、江戸
崎かぼちゃを使ったお菓子・料理の販売をはじめ、ビ
ンゴ大会、郷土芸能披露などイベント盛りだくさん
です。 当日は駐車場・入園ともに無料となります。

問合せ先 ：稲敷市ふな釣り大会実行委員会（稲敷市商工観光課内）　☎ 029－892－2000（内線 5600）

6 月 14 日（日）
午前 5 時から午後 2 時

（午後 2 時検量締切）
※ 雨天決行

横利根川、新利根川を含む市内全水域

600 円

６月６日（土）から 6 月 14 日（日）
午前 8 時から午後 5 時

（大会当日は午前 4 時から）

稲敷市役所 東庁舎　午後 3 時から

市内釣り宿店＝小松屋旅館（西代）、
新利根屋（上須田）、水神屋食堂（上
須田）、中島屋（西代）、堀井つり舟店（西
代）、松屋ボート（上須田）、レストラ
ンあづま（西代）

開　催　日

釣　り　場

申 込 期 間

表彰式会場

申 込 場 所

参　加　料

－ 開催日 －
６月 13 日（土）
午前 10 時から

午後 3 時

－ 開催場所  －
ポティロンの森

（上君山 2060-1）

－ 問合せ先 －
江戸崎かぼちゃフェア

実行委員会
（稲敷市商工観光課内）

☎ 029-892-2000
（内線 5600）

　稲敷市では、国の交付金を活用して、地域振興に貢献する商店等において共通して使用できるプレミア
ム付商品券を発行し、地元消費の拡大、地域経済の活性化、地域における消費喚起やこれに直接効果を有
する生活支援を推進します。

　稲敷市では、茨城県のシニア応援「プレミアム商品券」購入補助事業を活
用して、地域振興に貢献する商店等において共通して使用できるプレミアム
付商品券を発行し、地元消費の拡大、地域経済の活性化、地域における高齢
者の経済的負担の軽減を推進します。

１．プレミアム率　20％
　　１セット（12,000 円）　→　10,000 円で販売
　　一人当たり３セットまで
２．販売数量　約 18,000 セット
３．販売予定　７月中旬
４．販売場所　稲敷市各庁舎窓口
※ 販売 2 週間前後に新聞折り込みにて案内チラシを配布します。

１．１セット（12,000 円）　→　8,000 円で販売（シニアカード１枚につき１セットのみ）
２．販売数量　数量には限りがございます。
　　※ ただし、シニアカード持参の方のみ対象
３．販売予定　７月中旬
４．販売場所　稲敷市各庁舎窓口
※ 購入希望者は販売場所にて申込書に必要事項の記入があります。
※ チラシにてシニアカード持参者についての割引を掲載。

稲敷市商工観光課（東庁舎）　☎ 029-892-2000（内線 5606）

稲敷市子ども家庭課（新利根庁舎）　☎ 029-892-2000（内線 3402）

稲敷市高齢福祉課（新利根庁舎）　☎ 029-892-2000（内線 3255）

　プレミアム商品券の一般販売に先がけ、子育て世帯を対象に割引販売を実施します。対象世帯には６月
20 日頃に申込書とチラシを送付しますので、購入希望者は申込書に必要事項を記入のうえ販売時にお持
ちください。
　販売日時及び販売場所等詳細については、後日送付する申込書とチラシをご覧ください。

販売金額　１セット（12,000 円分）を 8,000 円で割引販売
購　入　数　対象児童（平成９年４月２日以降に生まれた児童）を持つ世帯に

対して、対象児童１人あたり１セットを購入できます。また、「い
ばらき Kids Club カード」の提示によりさらに１世帯につき１
セットが購入できます。ただし、「いばらき Kids Club カード」
での購入分については限りがあります。
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スーパープレミアム商品券
稲敷市合併１０周年

発行：稲敷市商工会(稲敷スーパープレミアム商品券発行委員会)※期限の切れた商品券は無効となります。

有効期限：平成２７年１２月３１日まで

￥1,000

稲敷市合併１０周年

スーパープレミアム商品券

発行：稲敷市商工会(稲敷スーパープレミアム商品券発行委員会)※期限の切れた商品券は無効となります。

有効期限：平成２７年１２月３１日まで

￥1,000



広報稲敷 平成27年 6月号　67　広報稲敷 平成27年 6月号

○
同
一
世
帯
に
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税
の
滞
納
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い
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○
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み
の
減
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化
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力
で
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る
方

○
過
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械
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容
器

式
の
補
助
金
を
受
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な
い
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補
助
金
の
額
】

①
機
械
式

購
入
額
の
１
／
２
に
相
当
す
る

額※
た
だ
し
、
限
度
額
は
３
０
０

０
０
円

②
容
器
式

購
入
額
の
１
／
２
に
相
当
す
る

額※
た
だ
し
、
限
度
額
は
５
０
０

０
円

※
１
０
０
０
円
未
満
の
端
数
が

あ
る
場
合
、
そ
の
端
数
を
切
り

捨
て
た
額
と
な
り
ま
す
。
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問
合
せ
先

稲
敷
市
環
境
課
（
桜
川
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︲
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︲
２
０
０
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線
４
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０
２
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敬
老
会
開
催
日
が
決
定

　

77
歳
以
上
の
方（
喜
寿
）を
ご
招
待

市
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
社
会

に
貢
献
し
た
高
齢
者
の
長
寿
を

お
祝
い
す
る
た
め
、
敬
老
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
会
場
の
収
容
人
数
の
関
係
か

ら
、
今
年
度
の
招
待
者
は
市
内

在
住
の
77
歳
以
上
の
方（
喜
寿
）

と
な
り
ま
す
。

▽
開
催
日
：
10
月
18
日（
日
）

▽
会
場
：
江
戸
崎
体
育
館

▽
招
待
者
：
77
歳
以
上
の
方

（
昭
和
14
年
３
月
31
日
以
前
生

ま
れ
の
方
）

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉

係
（
新
利
根
庁
舎
）
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線

３
２
５
５
）

生
ご
み
処
理
容
器
等
の
購
入
費
補
助

　
循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て

市
で
は
、
一
般
家
庭
か
ら
出
さ

れ
る
生
ご
み
の
減
量
化
を
図
る

た
め
、生
ご
み
処
理
容
器
等（
機

械
式
・
容
器
式
）
の
購
入
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　
現
在
、
焼
却
処
理
さ
れ
て
い

る
「
可
燃
ご
み
」
の
中
に
も
リ

サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。そ
れ
は
可
燃
ご
み
の
３

割
を
占
め
る
と
い
わ
れ
る
「
生

ご
み
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
堆
肥

化
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
は
、

全
国
各
地
で
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
見
直
し

に
よ
り
、
消
費
型
社
会
か
ら
循

環
型
社
会
へ
の
転
換
が
叫
ば
れ

て
い
る
今
、
市
で
は
、
住
民
の

皆
さ
ん
と
行
政
の
協
働
に
よ
り
、

「
循
環
型
社
会
の
構
築
」
を
目

指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
交
付
対
象
者
】

○
市
内
に
住
所
を
有
し
、
そ
の

住
所
地
に
設
置
可
能
な
方

○
発
生
し
た
堆
肥
を
住
所
地
内

で
処
理
で
き
る
方

労
働
力
調
査

　

光
葉
地
区

総
務
省
統
計
局
で
は
、
６
月
か

ら
11
月
に
光
葉
地
区
の
一
部
で

「
労
働
力
調
査
」を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
就
業
状
況
を

調
べ
経
済
対
策
や
失
業
対
策
な

ど
に
活
か
す
た
め
の
調
査
で
す
。

　
調
査
員
が
各
世
帯
に
う
か
が

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
の
内
容
は
統
計

法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
記
入

く
だ
さ
い
。

▽
調
査
開
始
月
：
６
月

▽
調
査
地
域
：
光
葉
地
区
の
一

部■ 

問
合
せ
先

茨
城
県
企
画
部
統
計
課
人
口
労

働
担
当　
☎
０
２
９
︲
３
０
１

︲
２
６
４
９

人
権
擁
護
委
員
を
知
っ
て
い
ま
す
か

　

６
月
1
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

昭
和
24
年
（
１
９
４
９
年
）
６

月
１
日
に
人
権
擁
護
委
員
法
が

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
法
務
省
と
全
国
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
毎
年

６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
と
定
め
、
人
権
擁
護
委

員
制
度
の
周
知
と
人
権
尊
重
思

想
の
普
及
高
揚
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
住

民
の
人
権
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ

う
常
に
注
意
を
払
い
、
も
し
、

人
権
が
侵
害
さ
れ
た
と
き
は
、

合
同
で
開
設
し
て
い
ま
す
。

【
相
談
の
対
象
】

道
路
・
河
川
、医
療
保
険
・
年
金
、

戸
籍
な
ど
行
政
の
仕
事
に
関
す

る
こ
と
、
ど
こ
に
相
談
し
て
よ

い
か
分
か
ら
な
い
こ
と
な
ど

■ 

問
合
せ

・
行
政
苦
情
１
１
０
番
（
全
国

共
通
番
号
）　

☎
０
５
７
０
︲

０
９
０
︲
１
１
０

・
稲
敷
市
総
務
課　
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線

２
２
０
４
）

目
指
そ
う 

住
み
よ
い 

ま
ち
づ
く
り

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
困
り

ご
と
や
望
ん
で
い
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。そ
ん
な
時
に
は
、

行
政
相
談
員
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。当
市
で
は
、
毎
月
行
政
相

談
所
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

ご
相
談
は
、
無
料
・
秘
密
厳
守

で
す
。

【
市
の
相
談
員
】

◇
池
田
信
正（
伊
佐
津
）

◇
飯
塚
き
よ
子（
幸
田
）

【
行
政
相
談
所
】

広
報
紙
17
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
各

地
区
で
心
配
ご
と
相
談
な
ど
と

そ
の
相
談
を
受
け
、
被
害
救
済

の
た
め
に
速
や
か
に
適
切
な
処

理
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
権
の
大
切
さ
に
つ

い
て
、
街
頭
啓
発
や
講
演
会
な

ど
を
通
じ
て
、
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
た
め
の
活
動
に
も
務
め

て
い
ま
す
。人
権
問
題
な
ど
で

お
困
り
の
方
は
、
人
権
擁
護
委

員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
人
権
推
進
室(

新
利
根

庁
舎)　

☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
３
３
０
０
）

人権擁護委員（敬称略）
南井純雄 ☎０２９－８９２－２６４０
林崎美代子 ☎０２９－８９２－６２５１
幸田勝夫 ☎０２９７－８７－２０４２
吉岡かつ子 ☎０２９７－８７－２８２３
一鍬田忠夫 ☎０２９９－７９－１３６０
坂本秀子 ☎０２９９－７９－０１３２
人見みどり ☎０２９－８９４－６９２３
土屋新一 ☎０２９－８９４－３１７０
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子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
・
臨
時
福
祉
給
付
金

　

平
成
27
年
度
も
継
続
し
ま
す

【
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
】

消
費
税
の
引
上
げ
に
際
し
、
子
育

て
世
帯
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
と

と
も
に
、
子
育
て
世
帯
の
消
費
の

下
支
え
を
図
る
観
点
か
ら
平
成
27

年
度
も
臨
時
的
な
給
付
措
置
と
し

て
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
給
付
対
象
者

平
成
27
年
６
月
分
の
児
童
手
当

（
特
例
給
付
を
除
く
）
を
受
給
さ

れ
る
方
。

●
給
付
額

３
０
０
０
円（
児
童
一
人
に
つ
き
）

●
申
請
先

平
成
27
年
６
月
分
の
児
童
手
当

（
特
例
給
付
を
除
く
）
を
支
給
す

る
市
町
村
と
な
り
ま
す
。公
務
員

の
方
は
、
基
準
日
（
平
成
27
年
５

月
31
日
）
に
お
い
て
住
民
登
録
が

さ
れ
て
い
る
市
町
村
と
な
り
ま
す
。

●
申
請
方
法

平
成
27
年
５
月
31
日
時
点
で
児
童

手
当
を
稲
敷
市
か
ら
受
給
し
て
い

る
方
は
、「
児
童
手
当
現
況
届
」が

給
付
金
の
申
請
書
を
兼
ね
た
も
の

と
な
り
ま
す
。６
月
中
旬
に
郵
送

さ
れ
る
児
童
手
当
現
況
届
兼
申
請

書
に
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

郵
送
さ
れ
た
書
類
を
確
認
し
、

申
請
用
紙
に
記
入
、
押
印
を
し
て
、

各
庁
舎
窓
口
（
新
利
根
庁
舎
は
子

ど
も
家
庭
課
）
へ
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

●
申
請
期
限

平
成
27
年
6
月
30
日（
火
）

●
支
給
方
法

審
査
後
、
申
請
書
に
記
載
し
た
指

定
口
座
に
振
り
込
み
に
な
り
ま
す
。

（
平
成
27
年
10
月
以
降
に
支
給
を

予
定
し
て
い
ま
す
）

【
公
務
員
の
方
へ
】

公
務
員
の
方
は
、勤
務
先
か
ら「
児

童
手
当
現
況
届
」
と
一
緒
に
給
付

金
の
申
請
書
が
交
付
さ
れ
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
申
請
方
法

給
付
金
の
申
請
書
の｢

公
務
員
児

童
手
当
受
給
状
況
証
明
欄｣

に
証

明
を
受
け
、
振
込
口
座
の
通
帳
の

写
し
を
添
え
て
各
庁
舎
窓
口
（
新

利
根
庁
舎
は
子
ど
も
家
庭
課
）
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
期
限

平
成
27
年
11
月
30
日（
月
）

●
支
給
方
法

・
審
査
後
、
申
請
書
に
記
載
し

た
指
定
口
座
に
振
り
込
み
に
な

り
ま
す
。（
平
成
27
年
10
月
以

降
に
支
給
を
予
定
し
て
い
ま

す
）

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
子
ど
も
家
庭
課
（
新
利

根
庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
３
４
０
２
）

【
臨
時
福
祉
給
付
金
】

消
費
税
が
８
％
へ
引
き
上
げ
ら

れ
る
こ
と
に
際
し
、
暫
定
的
・

臨
時
的
な
措
置
と
し
て
、
平
成

27
年
度
も
臨
時
福
祉
給
付
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

●
給
付
対
象
者

平
成
27
年
度
の
市
民
税
（
均
等

割
）が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
。

※
課
税
さ
れ
て
い
る
方
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
方
や
生
活
保
護
制

度
の
被
保
護
者
と
な
っ
て
い
る

方
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
の
所
得
の
申
告
を

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
臨
時
福
祉

給
付
金
の
審
査
・
給
付
に
支
障
を

及
ぼ
す
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
給
付
額

６
０
０
０
円
（
対
象
者
一
人
あ
た

り
）

●
申
請
先

・
基
準
日（
平
成
27
年
１
月
１
日
）

に
お
い
て
住
民
登
録
が
さ
れ
て
い

る
市
町
村
と
な
り
ま
す
。

　
具
体
的
な
申
請
の
受
付
時
期
・

手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
は
、
決
ま

り
次
第
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
【
臨
時
福
祉
給
付
金
】
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
社
会
福
祉
課
（
新
利
根
庁

舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０

０
０
（
内
線
３
２
０
５
・
３
２
０

６
）

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」や「
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
の
振
り

込
め
詐
欺
や
個
人
情
報
の
搾
取
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
相
談
員
募
集

　

8
月
1
日
か
ら

稲
敷
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
相

談
員
を
募
集
し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】

（
１
）
次
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を

有
す
る
方

・（
独
）国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が
認
定

し
た「
消
費
生
活
専
門
相
談
員
」

・（
財
）日
本
産
業
協
会
が
認
定
し
た

「
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

・（
財
）日
本
消
費
者
協
会
が
認
定
し

た「
消
費
生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」

（
２
）
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が

可
能
な
方

【
勤
務
内
容
】

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
業
務
や
、

出
前
講
座
な
ど
の
消
費
者
啓
発
に

関
す
る
講
師

【
勤
務
場
所
】

稲
敷
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
稲

敷
市
役
所
東
庁
舎
内
）

※
平
成
28
年
5
月
か
ら
新
庁
舎

（
稲
敷
市
犬
塚
１
５
７
０
番
地
１
）

に
移
転
し
ま
す
。

【
募
集
人
数
】

１
名

【
採
用
期
間
】

平
成
27
年
８
月
１
日
～
平
成
28
年

３
月
31
日（
更
新
あ
り
）

【
勤
務
条
件
】

①
勤
務
日
数
：
祝
日
を
除
く
月
・

水
～
金
で
週
２
日
程
度（
応
相
談
）

②
勤
務
時
間
：
午
前
９
時
30
分
～

午
後
４
時
30
分（
内
１
時
間
の
休
憩
）

③
報
酬
：
日
額
７
２
０
０
円

④
交
通
費
：
市
規
定
に
よ
り
支
給

【
応
募
方
法
】

次
の
①
・
②
の
書
類
を
商
工
観
光

課
ま
で
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。書
類
選
考
後
、面
接
。

①
履
歴
書（
写
真
添
付
）

②
資
格
を
確
認
で
き
る
も
の（
写
）

【
応
募
締
め
切
り
】

平
成
27
年
６
月
30
日（
火
）必
着

持
参
の
場
合
は
、
上
記
日
の
午
後

５
時
15
分
ま
で
。

※
土
日
祝
日
除
く
。

■ 

問
合
せ
・
申
込
先

稲
敷
市
商
工
観
光
課
（
東
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

（
内
線
５
６
０
４
）　
〒
３
０
０
︲

０
７
９
２　
稲
敷
市
結
佐
１
５
４

５
番
地

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を

受
け
た
住
宅
に
、
金
融
機
関
か

ら
融
資
を
受
け
て
補
修
な
ど
を

行
っ
た
方
に
対
し
、
借
入
金
の

利
子
の
一
部
を
補
給
し
ま
す
。

●
対
象

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方
。 

①
自
己
（
ま
た
は
親
族
）
が
所

有
す
る
住
宅
が
大
規
模
半
壊
、

半
壊
、
一
部
損
壊
の
い
ず
れ
か

の
り
災
証
明
を
受
け
て
い
る
方
。

（
別
荘
、
店
舗
、
倉
庫
、
塀
な
ど

は
対
象
外
）

※
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
の

上
限
額
（
建
替
３
０
０
万
円
）

を
受
給
し
た
場
合
は
除
く
。

②
震
災
発
生
時
に
自
己
（
ま
た

は
親
族
）
が
被
災
住
宅
に
居
住

し
て
い
た
方
。

③
被
災
住
宅
の
補
修
、
被
災
住

宅
に
代
わ
る
住
宅
の
建
設
、
購

入
、
ま
た
は
宅
地
復
旧
工
事
の

い
ず
れ
か
を
市
内
で
行
っ
た
方
、

ま
た
は
行
う
方
。

④
平
成
23
年
３
月
11
日
以
降
に
、

住
宅
復
興
資
金
を
銀
行
な
ど
の

被
災
住
宅
復
興
支
援
利
子
補
給
事
業

　
申
請
期
限
延
長
の
お
知
ら
せ

金
融
機
関
で
借
り
入
れ
た
方
。

 

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
。

●
利
子
補
給
金
額
・
交
付
期
間

・
借
入
金
残
高
（
上
限
６
４
０

万
円
）
の
１
％
に
あ
た
る
金
額

（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）
を
年

１
回
交
付
。

 

・
宅
地
復
旧
工
事
を
伴
う
場
合

は
、
１
０
３
０
万
円
を
上
限
と

し
、
宅
地
復
旧
工
事
の
み
の
場

合
は
、３
９
０
万
円
を
上
限
。

 

・
利
子
補
給
金
の
交
付
期
間
は
、

最
長
５
年
間
。

●
申
請

□
申
請
方
法

必
要
書
類
を
持
参
の
う
え
、
各

庁
舎
窓
口
（
東
庁
舎
は
都
市
計

画
課
）で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

□
必
要
書
類

 
・
り
災
証
明
書（
写
）

 
・
金
銭
消
費
貸
借
契
約
書（
写
）

 

・償
還
表〈
返
済
予
定
表
〉（
写
）

 

・
工
事
請
負
契
約
書
、
ま
た
は

売
買
契
約
書（
写
）

 

・
市
税
に
「
未
納
の
な
い
こ
と

の
証
明
書
」

 

・
住
民
票
謄
本（
続
柄
あ
り
）

※
申
請
者
と
住
宅
の
所
有
者
が

異
な
る
場
合
は
、
親
族
関
係
の

わ
か
る
書
類（
戸
籍
謄
本
な
ど
）

が
必
要
に
な
る
場
合
あ
り
。

□
申
請
期
限

平
成
28
年
12
月
28
日
ま
で

※
た
だ
し
、
平
成
28
年
３
月
31

日
ま
で
に
、
金
融
機
関
と
契
約

を
し
た
場
合
に
限
り
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
都
市
計
画
課（
東
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
５
７
０
０
）

花
と
緑
の
環
境
美
化
コ
ン
ク
ー
ル

　
参
加
団
体
募
集

大
好
き
い
ば
ら
き
県
民
会
議
で

は
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
行
っ

て
い
る
地
域
・
団
体
・
職
場
な

ど
を
対
象
に
、
環
境
美
化
活
動

な
ど
の
意
欲
を
高
め
る
こ
と
な

ど
を
目
的
と
し
て
、
花
壇
づ
く

り
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
団
体
等

は
、
市
民
協
働
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
申
請
期
限
：
６
月
26
日（
金
）

■ 

問
合
せ
・
申
込
先

稲
敷
市
市
民
協
働
課
（
桜
川
庁

舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０（
内
線
４
１
０
０
）

【
お
詫
び
と
訂
正
】

広
報
稲
敷
５
月
号
14
ペ
ー
ジ
掲
載
の
記
事
「
行
政
区
と
市
の
パ

イ
プ
役
」
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。お
侘
び
と
と
も
に
訂
正
し

ま
す
。

【
誤
】▽
桑
山
新
田
：
椎
塚
端
男

【
正
】▽
桑
山
新
田
：
椎
塚
瑞
男
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児
童
手
当
制
度
に
つ
い
て

　

各
種
手
続
き
の
ご
案
内

児
童
手
当
は
、
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
に
手
当
を
支
給
す
る
こ
と

に
よ
り
、
家
な
ど
に
お
け
る
生
活

の
安
定
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、

次
代
の
社
会
を
担
う
児
童
の
健
や

か
な
成
長
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

●
支
給
対
象

中
学
校
修
了
前
（
15
歳
到
達
後
最

初
の
年
度
末
）
ま
で
の
お
子
さ
ん

を
養
育
し
て
い
る
方
。

※
お
子
さ
ん
が
国
内
居
住
し
て
い

る
こ
と
。（
留
学
の
場
合
を
除
く
）

※
お
子
さ
ん
が
児
童
福
祉
施
設
等

に
入
所
の
場
合
は
、
手
当
を
受
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
支
給
手
続

各
庁
舎
窓
口
（
新
利
根
庁
舎
は
子

ど
も
家
庭
課
）
で
認
定
請
求
書

を
提
出

添
付
書
類

・
請
求
者
の
保
険
証

・
請
求
者
名
義
の
預
金
通
帳

（
写
）

・児
童
手
当
用
所
得
証
明
書（
平

成
27
年
1
月
1
日
に
稲
敷
市
に

住
所
が
な
か
っ
た
場
合
）

・
児
童
と
別
居
の
場
合
は
児
童

の
世
帯
全
員
の
住
民
票

※
公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
で

の
手
続
き
に
な
り
ま
す
。

●
支
払
期
日

毎
年
2
月
・
6
月
・
10
月
の
10

日
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
現
況
届

児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
は
、
6
月
に
市
か
ら
送
付
さ

れ
て
く
る
「
現
況
届
」
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。こ

の
届
は
、
毎
年
6
月
1
日
に
お

け
る
状
況
を
記
載
し
、
引
き
続

き
受
給
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か

を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

提
出
が
な
い
と
6
月
以
降
の
手

当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他

対
象
児
童
が
増
え
た
り
減
っ
た

り
し
た
場
合
や
住
所
が
変
わ
っ

た
場
合
な
ど
は
届
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
は
現
況
届
が

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

の
申
請
書
を
兼
ね
て
お
り
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
子
ど
も
家
庭
課
（
新
利

根
庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９

２
︲
２
０
０
０
（
内
線
３
４
０

２
）

不
妊
治
療
費
助
成
の
ご
案
内

　

竜
ケ
崎
保
健
所

■
対
象
と
な
る
治
療

体
外
受
精
、
顕
微
授
精
（
平
成
27

年
4
月
1
日
～
平
成
28
年
3
月
31

日
ま
で
に
治
療
が
終
了
し
た
方
が

対
象
）

■
助
成
内
容

1
回
の
治
療
に
つ
き
最
高
15
万
円

（
た
だ
し
、『
Ｃ
』及
び『
Ｆ
』の
治

療
に
つ
い
て
は
、
7
万
5
千
円
）

ま
で
。1
年
度
目
は
年
3
回
、
2

年
度
目
以
降
は
年
2
回
を
限
度
に
、

通
算
5
年
間
助
成
し
ま
す
。た
だ

し
、通
算
10
回
ま
で
と
な
り
ま
す
。

■
対
象
者

次
の
す
べ
て
の
要
件
に
該
当
し
て

い
る
方
。

①
法
律
上
婚
姻
を
し
て
い
て
、
夫

お
よ
び
妻
の
い
ず
れ
か
が
県
内
に

住
所
を
有
す
る
こ
と
。

②
夫
お
よ
び
妻
の
前
年
（
1
月
か

ら
5
月
ま
で
の
申
請
に
つ
い
て
は
、

前
々
年
）
の
所
得
の
合
計
額
が
７

３
０
万
円
未
満
で
あ
る
こ
と
。

③
指
定
医
療
機
関
で
実
施
し
た
治

療
で
あ
る
こ
と
。

■
申
請
必
要
書
類

①
平
成
27
年
度
茨
城
県
不
妊
治
療

費
補
助
金
交
付
申
請
書

②
茨
城
県
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

受
診
等
証
明
書

③
医
療
機
関
発
行
の
領
収
書
の
原

本④
住
民
票
（
交
付
日
か
ら
3
か
月

以
内
の
も
の
）

※
ご
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
の
氏
名
・
生

年
月
日
・
続
柄
・
住
民
と
な
っ
た

日
が
わ
か
る
も
の

⑤
夫
お
よ
び
妻
の
所
得
課
税
証
明

書
　
申
請
は
1
回
の
治
療
が
終
了
し

た
毎
に
、
速
や
か
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限
（
治
療
終
了
日
か
ら

起
算
し
て
60
日
以
内
）
が
あ
り
ま

す
の
で
、ご
注
意
下
さ
い
。

　
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

竜
ケ
崎
保
健
所
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

竜
ケ
崎
保
健
所
健
康
増
進
課　
☎

０
２
９
７
︲
６
２
︲
２
１
７
２

健
康
器
具
や
健
康
食
品
、
化
粧

品
、
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ー
ビ

ス
等
の
利
用
後
に
湿
疹
、
下
痢
、

頭
痛
な
ど
の
症
状
が
発
生
し
た

際
、事
業
者
か
ら「
好
転
反
応（
回

復
に
向
か
う
過
程
の
一
時
的
現

象
）だ
か
ら
」な
ど
と
継
続
す
る

こ
と
を
勧
め
ら
れ
、
症
状
が
持

続
・
悪
化
し
た
と
い
う
相
談
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
事
業
者
の
「
好
転
反
応
」「
毒

厚
生
労
働
省
で
は
、
戦
没
者
遺

族
を
対
象
と
し
た
慰
霊
巡
拝
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
実
施
地
域
は
、
左
記
の
地
域

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

■
派
遣
地
域

沿
海
地
方
／
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

／
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
／
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
／
硫
黄
島
／
北
ボ
ル

「
好
転
反
応
」と
言
わ
れ
て
も
、健
康
被
害
が
出
た
ら
利
用
中
止

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

平
成
27
年
度
慰
霊
巡
拝
事
業

　
参
加
者
募
集

所得制限以下の受給者 所得制限を超えた受給者

0歳
～ 3歳未満 月額15,000円（一律）

月額5,000円（一律）3歳
～小学校修了前

第1子・第2子　月額10,000円
第3子以降　月額15,000円

中学生 月額10,000円（一律）

扶養親族等の数 所得制限限度額

１人 660万円

２人 698万円

３人 736万円

【
医
療
福
祉
制
度
】

　
県
と
市
で
は
、
小
児
・
妊
産

婦
・
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子
・

重
度
心
身
障
害
者
の
方
が
必
要

と
す
る
医
療
を
容
易
に
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
健
康
保
険
で
医
療

機
関
に
か
か
っ
た
自
己
負
担
分

の
費
用
を
公
費
負
担
し
ま
す
。

　
な
お
、
入
院
時
の
食
事
代
や

保
険
で
扱
わ
れ
な
い
費
用
に
つ

い
て
は
、対
象
外
と
な
り
ま
す
。

【
定
期
更
新
に
つ
い
て
】

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子
・
重
度

マ
ル
福
の
定
期
更
新

　
ひ
と
り
親
家
庭
・
重
度
心
身
障
害
者
の
方

心
身
障
害
者
の
受
給
者
の
方
は
、

６
月
30
日
を
も
っ
て
有
効
期
限

が
満
了
い
た
し
ま
す
。引
き
続

き
受
給
資
格
の
あ
る
方
に
は
、

新
し
い
受
給
者
証
を
郵
送
し
ま

す
の
で
、
お
手
元
に
届
き
ま
し

た
ら
、
健
康
保
険
証
と
マ
ル
福

受
給
者
証
の
記
号
・
番
号
お
よ

び
保
険
者
番
号
に
違
い
が
無
い

か
、
よ
く
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

健
康
保
険
証
が
変
わ
っ
た
場
合

は
、
受
給
者
証
と
新
し
い
保
険

証
、
印
鑑
を
お
持
ち
に
な
っ
て
、

お
近
く
の
各
庁
舎
窓
口
（
桜
川

庁
舎
は
保
険
年
金
課
）
で
変
更

の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
保
険
年
金
課
医
療
年
金

係
（
桜
川
庁
舎
）　

☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線

４
６
０
６
）

素
が
出
て
い
る
」
な
ど
の
説
明

は
、
利
用
を
継
続
さ
せ
る
た
め

の
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
で
あ
る
場

合
も
あ
り
、
う
の
み
に
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

　
利
用
す
る
際
は
、
体
調
の
変

化
に
注
意
し
、
健
康
被
害
が
出

た
ら
、
利
用
を
い
っ
た
ん
中
止

し
て
、
早
め
に
医
師
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

　
消
費
生
活
で
困
っ
た
と
き
は

些
細
な
事
で
も
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■ 

問
合
せ
先

・
稲
敷
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
東
庁
舎
内
）　
☎
０
２
９
９
︲

７
８
︲
３
１
１
５

・
相
談
日
：
月
・
水
・
木
・
金
曜

日（
祝
日
を
除
く
）

・
消
費
生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
：

☎
０
５
７
０
︲
０
６
４
︲
３
７

０

ネ
オ
／
パ
ラ
オ
／
フ
ィ
リ
ピ
ン

　
な
お
、
平
成
27
年
度
の
慰
霊

巡
拝
参
加
者
の
国
庫
補
助
対
象

者
に
つ
い
て
は
、
戦
没
者
の
配

偶
者
、
父
母
、
子
、
兄
弟
姉
妹
に

加
え
、新
た
に
、参
加
遺
族（
子
・

兄
弟
姉
妹
）の
配
偶
者
、
戦
没
者

の
孫
、戦
没
者
の
甥
・
姪
を
対
象

と
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
実
施
予
定
時
期
・
締
切
日
・
申

込
手
続
き
な
ど
詳
細
に
つ
い
て

は
、
社
会
福
祉
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
社
会
福
祉
課
（
新
利
根

庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０（
内
線
３
２
０
６
）
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新
入
生
に
寄
贈

　

防
犯
ブ
ザ
ー
・
安
全
帽
な
ど

入
所
者
・
支
援
員（
補
助
）募
集

　

夏
季
児
童
ク
ラ
ブ

■
小
学
校
１
年
生
へ

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
（
稲
敷
地
区

交
通
安
全
協
会
）、
防
犯
笛
（
日
本

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
株
式
会
社
）、
交
通

安
全
帽
子
（
全
国
共
済
農
業
協
同

組
合
連
合
会
茨
城
県
本
部
）、
反
射

材
付
子
供
安
全
傘
・
交
通
ル
ー
ル

下
敷
き
（
稲
敷
市
交
通
安
全
母
の

会
）、
黄
色
い
ワ
ッ
ペ
ン
（
株
式
会

社
み
ず
ほ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル

ー
プ
・
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
日
本

興
亜
株
式
会
社
・
明
治
安
田
生
命

保
険
相
互
会
社
・
第
一
生
命
保
険

株
式
会
社
）、
防
犯
ブ
ザ
ー
（
常
陽

銀
行
株
式
会
社
江
戸
崎
支
店
）
ク

リ
ア
フ
ァ
イ
ル
（
茨
城
県
石
油
業

協
同
組
合
理
事
長
、
社
会
貢
献
対

策
事
業
推
進
特
別
委
員
会
委
員
長
）

■
中
学
校
１
年
生
へ

蛍
光
反
射
タ
ス
キ
（
稲
敷
地
区
交

通
安
全
協
会
）

■
小
中
学
１
年
生
へ

集
金
連
絡
袋（
株
式
会
社
学
協
社
）

【
入
所
者
募
集
】

夏
休
み
期
間
、
就
労
な
ど
で
家
族

が
い
な
い
家
庭
の
児
童
を
対
象
に

入
所
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象
児
童

家
族（
同
学
区
内
祖
父
母
も
含
む
）

が
就
労
し
て
い
る
児
童

■
開
設
時
間

午
前
８
時
～
午
後
６
時
20
分

■
保
育
負
担
金

７
０
０
０
円

■
ク
ラ
ブ
費

２
０
０
０
円
～
４
０
０
０
円

■
申
込
手
続
き

「
入
所
の
ご
案
内
」
お
よ
び
申
込

書
類
は
各
庁
舎
窓
口
（
新
利
根
庁

舎
は
子
ど
も
家
庭
課
）で
配
布
。

▽
受
付
期
間
：
６
月
１
日
（
月
）

～
12
日
（
金
）
の
平
日　
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時

▽
受
付
場
所
：
各
庁
舎
窓
口
（
新

利
根
庁
舎
は
子
ど
も
家
庭
課
）

■
注
意
事
項

▽
詳
細
は
、「
入
所
の
ご
案
内
」を

お
読
み
く
だ
さ
い
。

▽
就
労
証
明
書
な
ど
の
証
明
書
は

父
母
お
よ
び
祖
父
母
（
同
居
ま
た

は
学
区
内
に
居
住
す
る
65
歳
未
満

の
方
）が
必
要
で
す
。

▽
新
利
根
地
区
は
、
新
利
根
地
区

第
３
児
童
ク
ラ
ブ
（
根
本
共
同
利

用
施
設
）
の
み
募
集
し
ま
す
。新

利
根
地
区
第
１
・
２
（
新
利
根
中

学
校
）
は
定
員
の
た
め
入
所
募
集

は
し
ま
せ
ん
。な
お
、
他
の
地
区

に
つ
い
て
、
定
員
を
超
え
る
場
合

も
想
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
ず
第

２
希
望
お
よ
び
第
３
希
望
を
ご
記

入
く
だ
さ
い
。

【
支
援
員（
補
助
）募
集
】

市
内
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
夏
季
期

間
の
支
援
員
（
補
助
）
を
募
集
し

ま
す
。特
に
学
生
の
方
（
高
校
卒

業
以
上
）
で
、
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
遊
べ
る
健
康
な
方
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

■
募
集
人
数
：
30
名
程
度

■
勤
務
日
：
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

ま
で
の
週
３
日
～
５
日
（
祝
日
を

除
く
）

■
勤
務
時
期
：
７
月
～
９
月
ま
で

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
を
無
料
駆
除
し
ま
す

　

駆
除
を
お
早
め
に

市
で
は
、
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
に

限
り
業
者
に
委
託
し
、
駆
除
を

行
っ
て
い
ま
す
。初
期
段
階（
６

月
頃
）
で
の
駆
除
は
比
較
的
容

易
に
出
来
ま
す
の
で
、
定
期
的

に
家
の
周
り
（
軒
下
な
ど
）
の

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。初
期

段
階
で
の
巣
の
形
は
、
と
っ
く

り
状
の
形
を
し
て
い
ま
す
。

■
注
意
事
項

▽
巣
の
確
認
が
出
来
な
い
も
の
、

ス
ズ
メ
バ
チ
以
外
の
巣
に
つ
い

て
は
駆
除
し
ま
せ
ん
。

▽
巣
を
見
つ
け
た
り
、
探
し
た

り
す
る
業
務
は
し
ま
せ
ん
。

▽
ハ
チ
が
部
屋
な
ど
で
飛
ん
で

い
る
・
数
匹
い
る
と
い
う
だ
け

で
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。

▽
危
険
で
特
殊
な
場
所
は
、
一

部
自
己
負
担
が
伴
い
ま
す
。例

と
し
て
、
高
所
、
エ
ア
コ
ン
室

外
機
内
、
大
工
さ
ん
の
仕
事
が

必
要
な
場
所
。

▽
居
住
用
（
店
舗
併
用
）
住
宅

に
限
り
ま
す
。

▽
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
・
ミ
ツ
バ
チ

な
ど
に
つ
い
て
は
、
市
で
は
駆

除
し
ま
せ
ん
。手
段
と
し
て
は
、

ご
自
分
で
駆
除
を
す
る
か
、
自

己
負
担
で
害
虫
駆
除
業
者
に
依

頼
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
環
境
課　
☎
０
２
９
︲

８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線
４

４
０
０
）

の
間
で
希
望
さ
れ
る
時
期

■
勤
務
時
間
：
午
前
８
時
～
午

後
６
時
20
分
ま
で
。ま
た
は
こ

の
内
の
５
時
間
程
度
（
た
だ
し
、

勤
務
地
に
よ
り
７
時
30
分
か
ら

の
早
朝
開
所
を
行
う
予
定
）

■
資
格
等
：
子
ど
も
が
好
き
で

熱
意
の
あ
る
お
お
む
ね
55
歳
ま

で
の
方
。

■
賃
金
：
時
給
８
１
０
円
（
交

通
費
有
り
）

■
申
込
み
：
６
月
19
日
（
金
）

ま
で
に
子
ど
も
家
庭
課
へ
非
常

勤
職
員
等
履
歴
書
・
非
常
勤
職

員
等
登
録
申
請
書
（
子
ど
も
家

庭
課
に
あ
り
）
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
採
用
結
果
：
７
月
10
日（
金
）

ま
で
に
郵
送
で
通
知
し
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
子
ど
も
家
庭
課
（
新
利

根
庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９

２
︲
２
０
０
０
（
内
線
３
４
０

４
）

市
内
の
小
中
学
校
１
年
生
に
、各
団
体
・
企
業
か
ら
、交
通
安
全
や
防
犯
な

ど
を
目
的
に
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

龍
ケ
崎
地
方
衛
生
組
合
の
財
政

　

平
成
26
年
度
下
半
期（
10
月
〜
３
月
）の
財
政
事
情
書

平
成
27
年
３
月
31
日
現
在
の
龍
ケ
崎
地

方
衛
生
組
合
の
財
政
事
情
を
公
表
し
ま

す
。

■ 

問
合
せ
先

龍
ケ
崎
地
方
衛
生
組
合

☎
０
２
９
７
︲
６
４
︲
１
１
４
４

歳　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　出
項　　　目 予　算　額 収入済額 項　　　目 予　算　額 支出済額

分担金及び負担金 523,835 523,835 議　会　費 2,938 2,628
使用料及び手数料 25,559 22,885 総　務　費 193,415 184,118
国  庫  支  出  金 80,238 0 衛　生　費 422,715 220,212
財　産　収　入 546 501 公　債　費 118,904 118,902
繰　　入　　金 74,306 74,306 予　備　費 2,000 0
繰　　越　　金 20,135 20,135 　
諸　　収　　入 15,353 15,260 　
合　　　　　計 739,972 656,922 合　　　計 739,972 525,860
収　入　率（％） 88.8 支 出 率（％） 71.1

歳　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　出
項　　　　目 金　　額 割 合（％） 項　　　目 金　　額 割 合（％）

分担金及び負担金 497,973 86.0 議　会　費 2,970 0.5
使用料及び手数料 25,159 4.4 総　務　費 187,876 32.5
財　産　収　入 364 0.1 衛　生　費 267,050 46.1
繰　　入　　金 45,153 7.8 公　債　費 118,904 20.5
繰　　越　　金 10,000 1.7 予　備　費 2,000 0.4
諸　　収　　入 151 0.0 　
合　　　　　計 578,800 100 合　　　計 759,609 100

平成26年度一般会計の執行状況　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

平成27年度一般会計当初予算の状況　　　　　　　　　  （単位：千円）
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●
い
ば
ら
き
県
南
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　
☎
０
２
９

︲
８
９
３
︲
３
３
８
０

定
例
会
開
催

ピ
ア
・
か
た
つ
む
り

家
族
の
中
に
精
神
障
の
当
事
者

を
持
つ
父
母
や
兄
弟
が
集
ま
っ

て
、
毎
月
１
回
「
家
族
を
支
え

る
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

「
支
え
る
会
」
は
家
族
や
親
族

だ
け
が
参
加
で
き
る
会
で
、
安

心
し
て
悩
み
を
話
し
合
い
、
多

く
の
参
考
意
見
が
聞
け
る
場
で

す
。時
に
は
専
門
家
を
講
師
に

迎
え
て
医
療
や
福
祉
制
度
に
つ

い
て
も
勉
強
し
ま
す
。事
前
申

し
込
み
は
不
要
で
す
の
で
初
め

て
参
加
さ
れ
る
方
も
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
地
区
：
稲
敷
市
、
龍
ヶ

崎
市
、河
内
町
、利
根
町
、つ
く

ば
市
、
そ
の
他　
▽
日
時
：
７

月
４
日
（
土
）
龍
ヶ
崎
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー
、
８
月
１
日（
土
）

稲
敷
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、

９
月
５
日
（
土
）
龍
ヶ
崎
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー　

●
家
族
会
（
長
瀬
）　

☎
０
９

０
︲
５
４
２
５
︲
２
２
３
６

▽
日
時
：
６
月
11
日
（
木
）　

午
後
２
時
開
演
（
開
場
午
後
１

時
30
分
）　

▽
場
所
：
あ
ず
ま

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　
☎
０
２

９
９
︲
７
９
︲
０
０
５
３　
▽

出
演
：
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
白
上
冴
、

ピ
ア
ノ
星
川
桂
子
な
ど　
▽
後

援
：
竜
ケ
崎
保
健
所
・
稲
敷
市

●
精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

さ
く
ら
の
会　
☎
０
２
９
９
︲

７
８
︲
２
１
２
３

自
衛
官
募
集

防
衛
省
自
衛
隊

【
自
衛
官
候
補
生
】

▽
受
験
資
格
：
18
歳
以
上
27
歳

未
満
の
者　

▽
受
付
期
間
：

（
男
子
）
年
間
を
通
じ
て
行
っ

て
お
り
ま
す
。（
女
子
）
８
月
１

日
～
９
月
８
日
ま
で　
▽
試
験

期
日
：
（
男
子
）
受
付
時
に
ご

連
絡
し
ま
す
。（
女
子
）
９
月
25

日
～
９
月
29
日
ま
で
の
う
ち
指

定
す
る
1
日　
▽
場
所
：
別
途

各
人
に
通
知
し
ま
す
。

※
そ
の
他
募
集
な
ど
の
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部

龍
ヶ
崎
地
域
事
務
所　
☎
０
２

９
７
︲
６
４
︲
３
３
５
１

税
務
職
員

採
用
試
験

税
務
署
や
国
税
局
で
「
税
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
と
し
て
勤
務

す
る
税
務
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
試
験
の
程
度
：
高
等
学
校
卒

業
程
度　
▽
申
込
方
法
：
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
（http://

w
w

w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
l

）　

▽
試
験
日
：

９
月
６
日（
日
）

●
人
事
院
人
材
局
試
験
課　
☎

０
３
︲
３
５
８
１
︲
５
３
１
１

若
者
就
労
相
談

個
別
相
談

い
ば
ら
き
県
南
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
学
校
卒

業
後
、
中
途
退
学
後
ま
た
は
離

職
後
、
一
定
期
間
無
業
の
状
態

に
あ
る
方
の
た
め
の
就
労
支
援

相
談
を
開
催
し
ま
す
。

▽
開
設
日
時
：
毎
月
第
２
木
曜

日　
午
後
１
時
～
午
後
４
時　

▽
場
所
：
江
戸
崎
公
民
館　
▽

対
象
者
：
15
歳
～
39
歳
ま
で
の

本
人
と
そ
の
家
族　
▽
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
に
よ
る
事
前

予
約
制
で
、
相
談
無
料
。３
日

前
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

扱
い
、
公
正
な
採
用
選
考
に
つ

い
て
、そ
の
他

●
龍
ケ
崎
公
共
職
業
安
定
所

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
龍
ケ
崎
）　
☎

０
２
９
７
︲
６
０
︲
２
７
２
７

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

強
化
週
間

い
じ
め
や
児
童
虐
待
な
ど
子
ど

も
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題

に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
全
国
一
斉
「
子

ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
強
化

週
間
を
実
施
し
ま
す
。

▽
日
時
：
６
月
22
日
（
月
）
～

28
日
（
日
）
午
前
8
時
30
分
か

ら
午
後
7
時
ま
で
（
た
だ
し
、

土
日
は
午
前
10
時
～
午
後
5
時

ま
で
）　

▽
電
話
番
号
：
０
１

２
０
︲
０
０
７
︲
１
１
０　
▽

相
談
員
：
法
務
局
職
員
・
人
権

擁
護
委
員

●
茨
城
県
社
会
保
障
推
進
協
議

会
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

２
０
１
５

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者
の
白
上
冴

さ
ん
を
迎
え
、
ふ
れ
あ
い
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。入
場

無
料
、申
込
不
要
で
す
。

に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
、
左
記
の
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。詳
細

に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
映
画
上
映
会「
米
」

▽
日
時
：
６
月
６
日（
土
）午
前

９
時
30
分
～
（
映
画
は
午
前
10

時
～
、
午
後
１
時
の
２
回
）　
▽

内
容
：
霞
ヶ
浦
の
農
漁
村
の
老

若
男
女
の
た
く
ま
し
い
生
活
力

を
描
い
た
記
念
碑
的
名
作
で
す
。

各
種
体
験
教
室（
浄
水
実
験
、サ

イ
エ
ン
ス
ラ
ボ
、魚
の
解
剖
、釣

り
体
験
な
ど
）も
あ
り
ま
す
。

■
講
演
会

▽
日
時
：
６
月
13
日（
土
）午
前

９
時
30
分　
▽
内
容
：
「
釣
り

人
か
ら
見
る
霞
ヶ
浦
の
姿
」
吉

田
幸
二
氏
、
霞
ヶ
浦
環
境
科
学

セ
ン
タ
ー
研
究
成
果
ポ
ス
タ
ー

発
表
。各
種
体
験
教
室（
貝
の
浄

化
実
験
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
顕
微
鏡

作
り
、
ア
ク
リ
ル
た
わ
し
教
室

な
ど
）も
あ
り
ま
す
。

※
催
事
内
容
が
変
更
に
な
る
場

合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

●
霞
ヶ
浦
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー

（
土
浦
市
沖
宿
町
１
８
５
３
）　

☎
０
２
９
︲
８
２
８
︲
０
９
６

１ す
る
こ
と
／
法
人
設
立
お
よ
び

営
業
許
可
に
関
す
る
こ
と
な
ど

●
茨
城
県
行
政
書
士
会
県
南
支

部　
☎
０
２
９
７
︲
６
４
︲
１

８
５
０常

陽
銀
行

年
金
相
談

銀
行
顧
問
の
社
会
保
険
労
務
士

が
無
料
で
ご
相
談
に
応
じ
、
請

求
手
続
の
代
行
を
い
た
し
ま
す
。

▽
日
時
：
６
月
11
日
（
木
）
／

７
月
6
日
（
月
）
午
前
10
時
～

午
後
３
時
（
予
約
制
）　

▽
場

所
：
常
陽
銀
行
江
戸
崎
支
店

【
相
談
内
容
】・
年
金
の
お
受
け

取
り
手
続
き
に
つ
い
て
・
年
金

受
給
に
必
要
な
資
格
期
間
や
年

金
受
給
見
込
額
に
つ
い
て
な
ど

ほ
か
年
金
に
関
す
る
ご
質
問

●
常
陽
銀
行
江
戸
崎
支
店　
☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
１
２

求
人
受
理
説
明
会

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

▽
日
時
：
６
月
９
日
（
火
）　

午
後
1
時
30
分
～
３
時　
▽
場

所
：
龍
ケ
崎
市
文
化
会
館　
龍

ケ
崎
市
馴
馬
町
２
６
１
２
番
地

▽
内
容
：
新
規
学
校
卒
業
予
定

者
の
求
人
か
ら
採
用
に
係
る
取

ご
存
知
で
す
か
？

高
次
脳
機
能
障
害

頭
を
強
く
ぶ
つ
け
た
り
、
脳
卒

中
な
ど
の
病
気
で
倒
れ
た
あ
と

に
「
新
し
い
こ
と
が
覚
え
ら
れ

な
い
」「
人
が
変
わ
っ
た
」「
今

ま
で
と
違
う
」
な
ど
感
じ
た
ら
、

高
次
脳
機
能
障
害
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。高
次
脳
機
能
障
害
は
外

見
か
ら
は
わ
か
り
づ
ら
く
、
周

り
か
ら
見
過
ご
さ
れ
た
り
、
本

人
も
気
づ
か
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。県
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
専
任
の
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る

相
談
と
、
自
立
訓
練
や
就
労
移

行
支
援
な
ど
身
体
障
害
者
や
高

次
脳
機
能
障
害
者
を
対
象
と
し

た
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
高
次
脳
機
能
障
害
者
支
援
相

談
専
用　
☎
０
２
９
６
︲
７
８

︲
２
６
０
５

リ
ウ
マ
チ
医
療
相
談
会

神
崎
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

▽
日
時
：
６
月
20
日
（
土
）
午

後
１
時
30
分
～
午
後
４
時　
▽

会
場
：
神
崎
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

▽
講
師
：
長
井
仁
美
先
生
（
神

市
民
公
開
講
座

土
浦
協
同
病
院

「
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
！
血

液
が
ん
」

▽
日
時
：
６
月
20
日
（
土
）
午

後
２
時
～
午
後
４
時　

▽
場

所
：
土
浦
市
民
会
館
（
土
浦
市

真
鍋
町
２
︲
６
）　

▽
定
員
：

２
５
０
名
（
事
前
申
込
不
要
）

▽
参
加
費
：
無
料

●
土
浦
協
同
病
院　
☎
０
２
９

︲
８
２
３
︲
３
１
１
１

千
葉
県
立
佐
原
病
院

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

県
立
佐
原
病
院
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
は
「
心
と
か
ら
だ
が
喜
ぶ

癒
し
」
を
テ
ー
マ
に
色
々
な
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時
：
6
月
13
日
（
土
）
午

前
９
時
～
午
後
３
時　

▽
場

所
：
佐
原
病
院
新
館
（
1
・
2

階
）　

▽
内
容
：
ア
ニ
マ
ル
セ

ラ
ピ
ー
・
健
康
教
室
・
お
薬
相

談
・
講
演（
骨
粗
鬆
症
、脂
肪
肝

に
つ
い
て
）・
栄
養
指
導
・
、職

業
体
験
・
動
物
愛
護
教
室
な
ど

▽
参
加
費
：
無
料

●
佐
原
病
院
地
域
医
療
連
携
室

☎
０
４
７
８
︲
５
４
︲
１
２
３

崎
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）、
平
栗

雅
樹
先
生
（
成
田
赤
十
字
病
院

リ
ウ
マ
チ
ア
レ
ル
ギ
ー
内
科
部

長
）　
▽
参
加
費
：
無
料

●
香
取
リ
ウ
マ
チ
の
会
（
笹
本

明
美
）　

☎
０
４
７
８
︲
５
４

︲
０
２
４
８

航
空
無
線
通
信
士

養
成
講
習
会

航
空
科
学
博
物
館
で
は
、パ
イ
ロ

ッ
ト
、管
制
官
な
ど
で
必
須
と
な

る
資
格
で
「
航
空
無
線
通
信
士
」

の
資
格
が
取
得
で
き
る
講
習
会

を
成
田
空
港
で
開
催
し
ま
す
。

▽
開
催
日
時
：
７
月
27
日
（
月
）

～
８
月
13
日
（
木
）　
▽
会
場
：

成
田
国
際
空
港
第
２
Ｐ
Ｔ
Ｂ　

国
際
会
議
室　

▽
参
加
対
象

者
：
高
校
卒
業
以
上
で
航
空
無

線
通
信
士
の
取
得
を
希
望
す
る

方　
▽
参
加
費
用
：
19
万
８
０

０
０
円　
▽
申
込
方
法
：
６
月

27
日
ま
で
に
電
話
に
て
申
込

●
航
空
科
学
博
物
館　
☎
０
４

７
９
︲
７
８
︲
０
５
５
７

環
境
科
学
セ
ン
タ
ー

環
境
月
間
イ
ベ
ン
ト

霞
ヶ
浦
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー
で

は
、
６
月
の
環
境
月
間
に
環
境

１
パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
座

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母

パ
ソ
コ
ン
を
は
じ
め
よ
う
と
し

て
い
る
人
、は
じ
め
た
ば
か
り
と

い
う
人
を
対
象
に
、パ
ソ
コ
ン
の

基
礎
知
識
を
学
び
ま
す
。

▽
日
時
：
７
月
４
日（
土
）・
11

日
（
土
）　

午
前
９
時
30
分
～

午
後
４
時
30
分　
▽
場
所
：
ク

リ
エ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
教
室
（
水
戸
市

北
見
町
８
︲
12
）　

▽
定
員
：

10
名
程
度
（
定
員
に
な
り
次
第

締
切
）　

▽
対
象
者
：
パ
ソ
コ

ン
初
心
者
（
文
書
作
成
な
ど
が

で
き
る
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
）　

▽
自
己
負
担
額
：
１
０

０
０
円　
▽
募
集
期
間
：
６
月

８
日（
月
）～
26
日（
金
）

●
茨
城
県
母
子
家
庭
等
就
業
・

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー　
☎
０
２

９
︲
２
３
３
︲
２
３
５
５

行
政
書
士

無
料
相
談

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

▽
日
時
：
６
月
20
日
（
土
）、
７

月
18
日（
土
）午
後
１
時
～
４
時

▽
会
場
：
江
戸
崎
公
民
館　
▽

相
談
内
容
：
相
続
や
遺
言
に
関
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市
長
の
動
向
（
４
月
）

１
日
：
辞
令
交
付
式
（
市
役

所
・
教
育
委
員
会
・
社
会
福

祉
協
議
会
・
江
戸
崎
衛
生
土

木
組
合
）

３
日
：
消
防
団
分
団
長
会
議

（
あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
）

７
日
：
君
賀
小
学
校
入
学
式

（
君
賀
小
学
校
）
／
桜
川
中

学
校
入
学
式（
桜
川
中
学
校
）

８
日
：
新
利
根
幼
稚
園
入
園

式（
新
利
根
幼
稚
園
）

９
日
：
タ
イ
ケ
ン
学
園
と
の

包
括
的
な
連
携
に
関
す
る
協

定
調
印
式（
江
戸
崎
庁
舎
）

10
日
：
日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ス

ポ
ー
ツ
大
学
入
学
式
（
日
本

ウ
ェ
ル
ネ
ス
ス
ポ
ー
ツ
大

学
）

12
日
：
稲
敷
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

ま
つ
り（
和
田
公
園
）

14
日
：
介
護
認
定
審
査
会
委

員
委
嘱
状
交
付
式
（
福
祉
セ

ン
タ
ー
）
／
体
育
協
会
総
会

（
江
戸
崎
体
育
館
）

15
日
：
民
生
委
員
・
児
童
委

員
協
議
会
総
会
（
あ
ず
ま
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

16
日
：
正
副
区
長
会
議
（
あ

ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

17
日
：
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
と

の
高
齢
者
見
守
り
活
動
に
関

す
る
協
定
調
印
式
（
江
戸
崎

庁
舎
）

18
日
：
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
杯
争

奪
少
年
野
球
大
会
（
桜
川
総

合
運
動
公
園
野
球
場
）

21
日
：
議
会
全
員
協
議
会

（
東
庁
舎
）

22
日
：
江
戸
崎
地
区
保
護
司

会
総
会（
桜
川
庁
舎
）

23
日
：
自
衛
官
募
集
相
談
員

委
嘱
状
交
付
式
（
江
戸
崎
庁

舎
）

25
日
：
稲
敷
農
業
協
同
組
合

通
常
総
代
会
（
江
戸
崎
公
民

館
）

27
日
：
防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
し
ん
と
ね
Ｃ
Ｏ
Ｍ
）

29
日
：
道
の
駅
発
酵
の
里
こ

う
ざ
き
竣
工
式
・
合
併
60
周

年
記
念
式
典
（
神
崎
ふ
れ
あ

い
プ
ラ
ザ
）

紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し

て
掲
載
い
た
し
ま
す

情報メール配信
市からのさまざま情報を、携帯電話やパソコンへ配信します。
▽PC 用：市HP から
▽携帯用：QR コードから

Twitter での情報発信
アカウント @inashiki_city
http://twitter.com/inashiki_city

blog での情報発信
http://blog.goo.ne.jp/inashiki-koho

身体障害者のための無料結婚相談・各種相談
茨城県からの委託・補助を受け、身体に障害のある方々がよき
配偶者に恵まれ幸せな結婚ができるように、無料の結婚相談所
を開設しています。また、就労や生活上の全般の相談を受ける
総合相談所も開設しています。結婚相談は予約制。
▽日時：月～金曜日（祝日、年末年始は除く）午前10時～午後
3時
●（社）茨城県身体障害者福祉協議会tel.029-243-7010

就職関係情報
出張就職無料相談会
▽日時：6月17日（水）　午前10時～午後3時
▽場所：稲敷合同庁舎（2階会議室）
●県南地区就職支援センター tel.029-825-3410

情報配信

メール登録

労務関係無料相談会
市民の皆さまや市内企業の、労使関係トラブルに関する無料相
談を社会保険労務士がお受けします。
▽日時と場所：6月23日（火）／ 7月28日（火）　江戸崎公民
館　午前9時30分～正午　▽対象：市内企業経営者および勤
務する方の労働トラブルなど　▽要予約（前日午後5時までに
予約してください）
●稲敷市商工観光課（東庁舎）tel.029-892-2000（内線
5604）

informationくらしと情報

6月  4日（木） ふれあいセンター 弁護士
6月18日（木） 東庁舎 弁護士
7月  2日（木） 桜川庁舎 弁護士
7月16日（木） 江戸崎公民館 弁護士
相談内容
各種相談の合同相談を行います。
▽時間：午後1時30分～4時
①心配ごと相談＝日常生活の諸問題について相談に応じま
す。予約制（前日までに）。
●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
②行政相談＝行政に関する相談を受け付けます。
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）
③人権相談＝人権に関する相談に人権擁護委員などがお答え
します。
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3300）

各種相談（心配ごと、行政、人権）

教育相談
いじめ、不登校、友人関係など児童生徒に関する教育問題全
般に、市教育相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月～金曜（祝日を除く）／午前9時～午後5時
●稲敷市教育相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-0121
家庭教育相談
臨床心理士の先生が、子育てに関する悩みや発達障がいの相
談をお受けします。予約制。面接制。
▽日時：6月4日（木）、6月25日（木）　午前10時～午後4時
▽場所：各公民館、生涯学習センター、など
●稲敷市生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87-3439

教育に関する相談

生活相談

子育て・育児相談

ひきこもり相談

隣保館の設置されていない地域の生活や人権などの問題につ
いて、専門の相談員が応じます。
▽日時：毎週水曜日（祝日を除く）、午前9時～11時30分　
▽場所：新利根庁舎、小角地区公園管理棟
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3300）

家庭児童相談
養護、虐待、非行、育成、心身障がいなど、乳幼児から児童に
関する相談に、家庭相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月～金曜（祝日を除く）／午前9時～午後4時
●稲敷市家庭児童相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-3247
◇虐待に関して、休日・夜間の連絡
●いばらき虐待ホットライン　tel.0293-22-0293

心理士・保健師によるひきこもり相談を実施し、ひきこもり
に悩む本人・家族の手助けをします。完全予約制。
　詳細につきましては、竜ケ崎保健所保健指導課にお問合せ
ください。
●竜ケ崎保健所保健指導課  tel.0297-62-2367

精神保健相談
こころの相談　
こころの健康、悩み、病気についての相談をお受けします。
精神保健福祉士がご相談をお受けしますので、相談をご希望
の方は、社会福祉課に予約してください。
●稲敷市社会福祉課（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3200）
竜ケ崎保健所
家に閉じこもっている、気分がイライラする、眠れないなど困っ
たことはありませんか？専門医や保健師が相談に応じます。
▽日時：6 月 3 日（水）　午後 3 時～／ 6 月 16 日（火）　午後
2時～　▽場所：竜ケ崎保健所　相談室1　※予約制になります。
●竜ケ崎保健所保健指導課  tel.0297-62-2367

6月16日（火）　江戸崎庁舎／ 6月17日（水）　桜川庁舎
法律問題の相談に弁護士がお答えします。予約制。受付開始
＝6月8日（月）午前8時30分～午後５時15分／定員＝各
会場6名
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

法律相談
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5月24日（日） 江戸崎眼科（佐倉）tel.029-892-0262
 あみ小林クリニック（阿見町）Tel.029-888-2200
5月31日（日） 宮本病院（幸田）tel.0299-79-2114
 美浦中央病院（美浦村）tel.029-885-3551
6月   7日（日） いなしきクリニック（蒲ケ山）tel.029-892-3372
 さかえ医院（阿見町）tel.029-888-2662
6月14日（日） 鈴木クリニック（沼田）tel.029-892-3640
 森脇整形外科（阿見町）tel.029-843-7888
6月21日（日） 古橋医院（西代）tel.0299-78-3770
 南平台メディカルクリニック（阿見町）tel.029-888-0888
6月28日（日） 佐倉クリニック（門前第2）tel.029-892-7011
 阿見第一クリニック（阿見町）tel.029-887-3511
7月5日（日） 江戸崎ひかりクリニック（江戸崎甲）tel.029-834-5777
 おおさわ眼科（阿見町）tel.029-843-7272
7月12日（日） いわき内科クリニック（西町）tel.029-875-5100
 なるしま内科医院（阿見町）tel.029-869-4820
▽診療時間：午前9時～午後4時
※ 都合により変更になる場合があります。要確認

休日診療当番医

市の人口（常住人口）
総人口：43,423人（-128）

　　男：21,551人（-51）

　　女：21,551人（-77）

世帯数：14,864世帯（14）

※5月1日現在

6月の納税
▽納期限：6月30日（火）
・市県民税：1期
・介護保険料：2期
・国民健康保険税：2期

茨城県救急医療情報システム
医療機関の検索、休日診療当番医、小児輪番など情報が検索
できます。毎日24時間対応
●救急医療情報コントロールセンター tel.029-241-4199
●救急医療情報システムHPhttp://www.qq.pref.ibaraki.jp/ 、
携帯http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の場合などに、看護師のアドバイスが受け
られます。
▽受付時間：毎日＝午後6時30分～0時30分／休日昼間の
み＝午前9時～午後5時
▽プッシュ回線の固定、携帯電話＝局番なしの#8000 ／非
プッシュ回線の固定、公衆電話＝tel.029-254-9900
いなしき健康相談
専門スタッフが健康・医療の相談にお答えします。
24時間毎日対応。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389

医療・健康

稲敷市みんなのいこいの広場
陶芸クラブ 毎週火、木曜　午後1時～
囲碁教室 毎週月曜　午後1時～
カラオケ愛好会 第2、第4火（午前9時30分～）、土曜（午後1時～）
太極拳教室 6月10日（水）　午後1時30分～
生花教室 6月15日（月）　午後1時30分～
料理教室 6月24日（水）　午前10時～
絵手紙教室 6月24日（水）　午後1時30分～
●稲敷市みんなのいこいの広場（特別養護老人ホーム「水郷
荘」内）tel.0299-79-2319

稲敷地域小児救急輪番制
夜間休日の急な病気に対するため、小児科医による小児救急
輪番制があります。お子さんの救急医療に対応できる医療機
関と時間帯は下表のとおりです。
曜日 診 療 時 間 医 療 機 関 名 連 絡 先

月 午後6時～9時 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

火 午後6時～9時 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

水 午後6時～9時 つくばセントラル病院 0 2 9 - 8 7 2 -
1771

木 午後6時～9時 龍ケ崎済生会病院 0 2 9 7 - 6 3 -
7111

金 午後6時～9時 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

土 午後2時～5時 牛久愛和総合病院 0 2 9 - 8 7 3 -
3111

日 午前9時～正午 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

日 正午～午後3時 龍ケ崎済生会病院 0 2 9 7 - 6 3 -
7111

※ 祝日は行いません。当番対応以外の時間帯は小児救急医療
24時間対応のJA とりで総合医療センター（Tel.0297-74-
5551）または土浦協同病院（Tel.029-823-3111）へ電話連
絡のうえ受診してください。

Emergency 危機管理情報

項　　　目 検　　査　　品　　目
不　検　出 たけのこ（生）（3）、フキ（1）

基準値内のもの たけのこ（生）（7）、たけのこ（ゆで）（1）

基準値を超えたもの たけのこ（生）（1）

現在、市では放射線測定器の貸出および食品放射能の測定を無料

で行っています。貸出を希望する場合は、最寄りの庁舎へ、食品放

射能の測定を希望する場合は、危機管理課（桜川庁舎）へ、電話に

て事前予約をしてください。

▪ 放射線測定器の貸出と食品放射能測定を行っています

※「一般食品」（飲料水、牛乳、乳児用食品以外）の基準値は100ベクレル毎キログラムです。
※（）内は検査件数です。
測定結果が基準値を超えている品目についての測定日、採取場所などの詳細、ご相談については、稲敷市危機管理課（tel.029-
892-2000　内線4403）にお問い合わせください。

食品放射性物質測定結果（4月1日〜30日）

オレオレ詐欺や架空請求詐欺などの「ニセ電話詐欺」。高齢
者だけでなく若い年代の人たちも被害に遭っています。高
齢者がねらわれやすいオレオレ詐欺では、金融機関を通じ
て「振り込ませる」ものに加え、犯人が直接、現金を被害者
の自宅付近や指定した場所まで受け取りに来る詐欺が増加
しています。最近の手口と被害に遭わないための注意点を
紹介します。

振り込ませない「オレオレ詐欺」の手口が増えています
「オレオレ詐欺」とは、犯人が被害者の子や孫などを装って
電話をかけてきて、現金を騙し取る詐欺です。

稲敷警察署からのお知らせ

放射線情報

最近では、被害者を指定した場所まで呼び出し、直接現金
を受け取る手口や現金を宅配便などで指定した住所へ送ら
せるといった手口が急増していますのでご注意ください。

被害者が幅広い年齢層に及んでいる「架空請求詐欺」
架空請求詐欺とは、電子メールやハガキなどで、「アダルト
サイト料金の未納がある」「お金を払わなければ裁判にな
る」などといった内容のメール、文書の送りつけ、現金を騙
し取る詐欺です。携帯電話やインターネットの普及に伴い、
幅広い年代で、架空請求詐欺の被害があります。
はっきりしない請求は無視してまず相談！

平成27年3月 平成26年3月 増減

認知件数 被害額
（千円） 認知件数 被害額

（千円） 認知件数 被害額
（千円）

ニ

セ

電

話

詐

欺

オレオレ 42 120,550 16 32,800 26 87,750
架空請求 35 111,824 10 46,653 25 65,171
融資保証金 3 1,613 4 2,553 -1 -940
還付金など 9 8,248 9 6,213 0 2,035
金融商品取引 2 26,318 5 58,460 -3 -32,142
ギャンブル必勝法 2 11,002 6 10,965 -4 31
異性紹介 2 11,670 0 0 2 11,670
その他 0 0 8 132,850 -8 -132,850
合計 95 291,225 58 290,494 37 731

実際の被害事例
〜オレオレ詐欺被害〜

●被害日時 2月12日
●被害者 市内居住80代女性

【状況】
自宅固定電話に長男を名乗る犯人
から電話があり、「書類の入った
かばんを電車に忘れた。今日中に
お金が必要なんだ。」などと言わ
れ、自宅付近に現れた息子の知人
を名乗る者に現金80万円を渡し
てしまった。

■県内におけるニセ電話詐欺の認知状況( 暫定値）
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1
笑
遊
こ
い
の
ぼ
り
ま
つ
り

え
ど
さ
き
笑
遊
館
で
笑
遊
こ
い
の
ぼ
り

祭
り
が
開
催
（
4
月
16
日
～
５
月
７
日
）

さ
れ
ま
し
た
。笑
遊
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
中
心
と
な
っ
て
、
こ
い
の
ぼ
り
や
五

月
人
形
、
園
児
の
手
作
り
こ
い
の
ぼ
り

作
品
な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。お
祭

り
に
訪
れ
た
園
児
た
ち
は
、
色
と
り
ど

り
の
こ
い
の
ぼ
り
に
大
喜
び
で
し
た
。

2
中
郷
地
区
公
民
館
が
完
成

平
成
25
年
の
台
風
に
よ
る
土
砂
崩
れ
で

全
壊
し
再
建
し
て
い
た
上
君
山
地
区
の

中
郷
地
区
公
民
館
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、

落
成
式
が
４
月
18
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

落
成
式
に
は
、
地
域
の
住
民
30
名
が
集

ま
り
集
落
の
核
と
な
る
施
設
の
完
成
を

喜
び
ま
し
た
。

3
三
世
代
で
の
田
植
え
学
習

浮
島
小
学
校
で
は
、
５
月
８
日
地
域
体

験
学
習
の
一
環
と
し
て
５
年
生
11
人
が
、

田
植
え
体
験
を
行
い
ま
し
た
。祖
父
、

父
と
一
緒
に
体
験
し
た
児
童
の
船
串
悠

真
さ
ん
は
「
家
の
人
た
ち
が
こ
こ
ま
で

努
力
や
工
夫
し
て
い
た
こ
と
に
驚
き
ま

し
た
。僕
も
こ
れ
か
ら
は
進
ん
で
手
伝

っ
て
い
き
た
い
。」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

4
ミ
ル
キ
ー
ク
イ
ー
ン
田
植
祭

今
年
で
第
13
回
目
を
迎
え
る
あ
ず
ま
米

で・き・ご・と　4-5月
稲敷市の出来ごとを取り上げます。 ●秘書広聴課tel.029-892-2000（内線2400）

産
地
づ
く
り
推
進
協
議
会
主
催
「
あ
ず

ま
ミ
ル
キ
ー
ク
イ
ー
ン
田
植
祭
」
が
５

月
３
日
手
賀
組
新
田
で
行
わ
れ
、
祭
に

は
、
首
都
圏
の
消
費
者
や
市
内
の
小
学

生
な
ど
約
１
５
０
名
が
参
加
し
、
楽
し

く
田
植
え
体
験
を
し
ま
し
た
。

5
読
書
活
動
で
大
臣
表
彰

こ
の
ほ
ど
古
渡
小
学
校
で
文
部
科
学
大

臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。古
渡
小
で

は
平
成
24
年
度
か
ら
県
の
学
校
図
書
館

支
援
事
業
の
モ
デ
ル
指
定
と
な
り
、
図

書
集
会
、
秋
の
図
書
祭
り
な
ど
、
子
ど

も
た
ち
が
本
に
親
し
め
る
よ
う
様
々
な

工
夫
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。学
校
司
書

の
山
口
陽
子
さ
ん
は
「
８
割
近
く
の
児

童
が
年
１
０
０
冊
の
本
を
読
む
よ
う
に

な
っ
た
の
は
う
れ
し
い
で
す
。今
後
も

継
続
し
て
い
き
た
い
で
す
。」
と
喜
び

を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

6
い
な
の
す
け
バ
ス
完
成
！

こ
の
ほ
ど
老
朽
化
し
た
市
教
育
バ
ス
の

お
色
直
し
が
行
わ
れ
、
稲
敷
い
な
の
す

け
が
描
か
れ
た
か

わ
い
い
バ
ス
が
完
成
し
ま
し
た
。市
合

併
10
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
行

わ
れ
た
も
の
。

初
め
て
の
利
用
と
な
る
こ
の
日
は
、
高

田
小
学
校
の
４
年
生
が
校
外
学
習
へ
の

移
動
に
利
用
。い
な
の
す
け
の
バ
ス
に

楽
し
そ
う
に
乗
り
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

2

1

3

4a4b

6 5



稲敷市子育て支援センター
●あいアイ（ふれあいセンター内）tel.0297-87-7070
●つばさ（私立新利根つばさ保育園内）tel.090-2210-7355
●ひまわり（私立江戸崎保育園内）tel.090-3232-2680
●こうだ（私立幸田保育園内）tel.0299-79-2296

子育て

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター
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　　 あ い ア イ
〜幼児安全法講習会〜
もしも！に備えて。子どもの救命方法
を実際に人形を使って学びましょう。
▽日時：6月9日（火）午前10時～　▽
場所：支援センターあいアイ　▽対象：
未就園児の親子　▽申込み：5月25日

（月）までにあいアイへ（先着20組）

〜小麦粉粘土を作ろう〜
ご家庭にある材料で安全安心な手作り
粘土が簡単に作れるんです！感触を楽
しみながらカラフルな小麦粉粘土で遊
びましょう。
▽日程：つばさ：2日（火）、ひまわり：
15日（月）

　　 つばさ・ひまわり
〜みんなで人形劇を見よう！〜
人形劇団の方たちによる楽しい人形劇
です♪小さいお子さんも楽しめるの
で、ぜひ見にきてください。
▽日時：6月18日（木）午前10時開演
▽場所：幸田保育園ホール　▽申込：
前日まで

　　 こ う だ

あそびの広場日程　〜6月分〜
（その他の行事は、ホームページや通信に掲載しています）
【あいアイ】
★よちよちルーム★　2日（火）
★ぴょんぴょんルーム★　16日（火）
★身体測定★　23日（火）
★ベビーマッサージ★　4日（木）、11日（木）、18日（木）
★産後骨盤調整ヨガ　25日（木）《3か月～10か月の親子》

【つばさ】
  5日（金） お誕生会＆七夕飾り製作
17日（水） norinori ☆英語であそぼ♪
19日（金） お父さんへ♡父の日プレゼント作り
25日（木） ポカポカひろば♪（予約７組まで）
30日（火） 手芸講座

【ひまわり】
  3日（水） お誕生会＆スクラップブックを作ろう③
10日（水） 冷たいおやつ作り
16日（火） 給食体験＆栄養相談
24日（水） 七夕飾りを作ろう
25日（木） エアロビ＆ヨガでリフレッシュ！

【こうだ】
  4日（木） 手作りおもちゃで遊ぼう♪
11日（木） 小麦粉粘土で遊ぼう！！
18日（木） 人形劇
24日（水） フラワーポッド作り

つばさ・ひまわり
こども達の健やかな
成長を願いとても素
敵な手作りこいのぼ
りができました♪

あいアイ
身体測定。大きくな
ったね♪

こうだ
お楽しみ会♪
すてきなフォトフレ
ームが出来上がりま
した☆

♡ あいアイ東・あいアイ桜川　日程 ♡　〜 6月分〜
☆ 開設時間：午前10時～午後3時（変更の場合あり）

【東保健センター】
3日、8日、12日、17日、22日、26日

【桜川保健センター】
1日、5日、10日、15日、19日、24日

　　　献血にご協力ください

　　　婦人科集団検診のご案内

稲敷市では病気やけがなどで輸血を必要としている方の尊い命を救うため，献血を下記の日程で実施しています。輸血用血
液は人工的につくることができないので、現在不足状態にあります。毎日多くのいのちが皆さんの善意による献血で救われ
ています。皆様のご協力をおねがいします。
6月9日（火） 午前10時15分～午前11時30分 桜川保健センター
 午後1時30分～午後4時 江戸崎庁舎
8月6日（木） 午前10時～午後4時 江戸崎ショッピングセンターパンプ
8月11日（火） 午前10時15分～正午 東庁舎
 午後1時30分～午後4時 アピタ佐原東店

●対象および各種検診内容　
「平成27年度稲敷市各種検診のお知らせ」をご覧ください。
●予約方法
健康増進課へお電話（☎0297−87−6111）または直接健康増進課窓口（ふれあいセンターにてお申し込みください。
※ 予約開始は6月1日（月）からになります。
●実施日および会場
7月10日（金）、11日（土）、14日（火）、17日（金）   東保健センター
８月５日（水）、６日（木）   ふれあいセンター
９月８日（火）、13日（日）、14日（月）、15日（火）、24日（木） 江戸崎保健センター
９月25日（金）    桜川保健センター
※ 昨年度受診された方で今年度対象の方には項目確認票を送りましたので、日程など内容をご確認ください。

不妊治療費助成のご案内

県の不妊治療費助成を受けた方を対象に、1回
につき10万円を限度に助成いたします。市の
申請に必要な書類は、竜ケ崎保健所に申請時に
受け取れます。（県の助成は11ページ参照）

世界禁煙デー（5月31日）・禁煙週間

タバコを吸っていると、動脈硬化が原因でおこる心臓の病気（虚

血性心疾患）や脳卒中など、全身の様々な病気にかかりやすくな
ります。がんや生活習慣病の危険性も高まります。タバコを吸
っている方は喫煙習慣を見直し、禁煙を考えてみませんか？
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生涯学習

 ●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎） tel.0297-87-3439

江戸崎体育館にはトレーニング室があ
り、ベンチプレス、ルームランナー、エ
アロバイクなどの機械が設置してあり
ます。運動不足を実感している方、ぜ
ひ、トレーニング室をご利用ください。
　週に2～3回の運動で身体が引き締
まります。

利用について
▽休室日：月曜日（月曜が祝日の場合

は開室し、翌火曜が休室）　▽時間：午
前9時～午後10時　▽対象：高校生
以上　▽料金：1回200円
初回講習
トレーニング室をはじめてご利用する
方は、「初回講習」を受けてください。
この講習では、マシーンの使い方やト
レーニング室での注意点などについて
説明します。
　この講習を完了すると「個人利用カ

ード」を発行します。
▽時間：平日＝午前10時、午後３時、
午後7時／土日祝日＝午前10時、午
後3時、午後6時　▽初回講習は無料
● 江 戸 崎 体 育 館 tel.029-892-8661
／稲敷市荒沼3番地1

江戸崎体育館
　トレーニング室の利用

稲敷市民軟式野球大会
４月５日（日）、12日（日）に桜川球場
と新利根球場で、市内６チームの参加
で第20回稲敷市民軟式野球大会が開
催されました。

▽優勝：エンゼルウイングス　▽準優
勝：ドリームエンジェルス　▽ＭＶＰ：
岡野侑平（エンゼルウイングス）　▽敢闘
賞：大久保圭祐（ドリームエンジェルス）

春季ソフトボール大会
４月12日（日）白鷺球場を会場に春季
ソフトボール大会が開催され、白熱し
た戦いが繰り広げられました。
▽優勝：江戸崎ベアーズ　▽準優勝：
アイドリーム　▽第３位：西部インパ
ルス

チューリップ杯

４月18日（土）19日（日）の２日間、桜
川球場と浮島球場で第22回チューリ
ップ杯争奪稲敷市少年野球大会が開催
され、市内外15チームが参加し選手
達は日ごろの練習の成果を発揮しまし
た。
市内上位チーム　▽準優勝：桜川ツイ
ンズ　▽第３位：あずまブルーアロー
ズ

市内スポーツ結果
　４月に行われた大会の様子

 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111
 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-4110
 ●新利根公民館図書室tel.0297-87-2175
 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書だより

図書カレンダー 6月

市立図書館休館日＝■
 日 月 火 水 木 金 土
  1 2 3 4 5 6
 7 8 9 10 11 12 13
 14 15 16 17 18 19 20
 21 22 23 24 25 26 27
 28 29 30
江戸崎図書室休室
毎週月曜日、３日（水）～17日（水）

新利根・桜川図書室休室
毎週月曜日、３日（水）～17日（水）

■開館（室）時間：午前9時～午後
５時、※ 図書館は水曜日のみ午
前11時～午後7時

おはなし会
図書館では、お話会を開催しています。
ボランティアの方が、大型絵本やエプ
ロンシアターなど楽しいお話をしてく
れます。ぜひご参加ください。
おはなしの木
▽日時：６月20日（土）午後１時～
▽内容：大型絵本「おとうさん・パパ・
おとうちゃん」「たべられたやまんば」

「はっぱのおうち」ほか
図書館おはなし会
▽日時：６月28日（日）午前10時30
分～　▽内容：大型絵本「はははのは
なし」絵本「あまがえる先生」ほか

さい。
本・雑誌：１人10冊まで
▽期間：５月20日（水）～6月２日（火）
CD・DVD：１人６点まで
▽期間：５月27日（水）～６月２日（火）

市立図書館

映画会
図書館では、毎月大人向け、子供向け
様々なタイトルの映画を上映します。
ご家族で一緒に楽しめます。
　今月は、福山雅治が初の父親役を演
じて話題になった「そして父になる」
を上映します。家族とは？を考えさせ
れる名画です。ぜひご家族でどうぞ。
▽タイトル：そして父になる　▽監督・
脚本：是枝裕和　▽出演：福山雅治、
尾野真千子、真木よう子、リリー・フラ
ンキー　▽日時：６月20日（土）、21
日（日）、27日（土）、28日（日）各午後
2時から121分　▽申込：当日カウン
ターへ　▽定員：各70名

図書館・公民館図書室共通

蔵書点検と燻蒸作業
図書館と市内全図書室で、蔵書点検の
ため、下記の期間について休館となり
ます。ご迷惑をおかけしますがご協力
をお願いいたします。
　蔵書点検とは、かんない17万点の
本およびCD・DVD と、図書館情報シ
ステムに登録されているデータとの照
合作業です。一般商店の棚卸に相当す
る作業です。
▽期間：６月３日（水）～１７日（水）
また、６月13日（土）～15日（月）の
３日間は、隣接する歴史民俗資料館で、
燻蒸作業を行うため図書館敷地内への
立入はできません。ご注意ください。

貸出点数を増やします
長期の休館に伴い貸出点数を増やしま
す。返却期限も４週間に延びゆっくり
と読むことができます。気になってい
た長編もこの機会にどうぞご利用くだ

新着図書（図書館）
「地下水路の夜」阿
刀田高（新潮社）、

「過ぎ去りし王国
の城」宮部みゆき

（KADOKAWA）、
「森は知っている」
吉田修一（幻冬舎）
※ 写真左から
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●
歴
史
民
俗
資
料
館
☎
０
２
９
９
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７
９
︲
３

２
１
１

水
と
緑
の
稲
敷
市
は
、
稲
敷
台
地
と
広
大
な
水

田
地
帯
か
ら
な
り
、
い
く
つ
も
の
河
川
が
流
入

し
、
自
然
の
美
し
さ
が
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

霞
ヶ
浦
・
利
根
川
・
新
利
根
川
・
小
野
川
な
ど

に
囲
ま
れ
、
水
と
は
切
り
離
せ
な
い
関
係
に
あ

り
、
水
郷
地
帯
と
呼
ば
れ
水
運
が
発
達
し
発
展

し
て
き
ま
し
た
。

　

地
域
に
は
、
多
く
の
水
路（
江え
ん

間ま

）が
散
在
し
、

川
幅
の
少
な
い
と
こ
ろ
に
は
小
橋
が
架
け
ら
れ
、

隣
の
家
や
学
校
に
行
っ
た
り
、
田
に
稲
や
農
具

を
運
ん
だ
り
す
る
た
め
に
、
小
舟
を
使
い
移
動

し
て
い
ま
し
た
。

　

遡
っ
て
み
る
と
、
河
川
は
遠
隔
地
を
結
ぶ
道

で
あ
り
、
陸
上
交
通
か
ら
す
れ
ば
、
対
岸
と
の

道
を
隔
て
る
大
き
な
境
で
あ
り
、
そ
の
た
め
各

地
へ
の
人
々
の
往
来
に
は「
渡
し
場
」（
渡
船
場
）

が
重
要
な
場
所
で
あ
り
、
渡
し
場
の
存
在
は
、

市
内
に
残
る
道
標
な
ど
（
写
真
⑤
⑥
）
で
確
認

で
き
ま
す
。

　

さ
て
、
稲
敷
市
内
の
渡
し
場
の
歴
史
に
つ
い

て
調
べ
て
み
ま
し
た
。

江
戸
時
代　
主
要
な
街
道
が
川
を
横
切
る
と
こ

ろ
に
設
け
ら
れ
て
お
り
、
関
所
的
な
役
割
が
多

く
、
幕
府
の
厳
重
な
管
理
下
に
置
か
れ
て
い
ま

し
た
。大
杉
神
社
参
詣
、
成
田
山
参
詣
等
に
利

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

明
治
時
代　
国
内
の
内
陸
水
運
の
振
興
が
図
ら

れ
、
利
根
川
の
水
運
や
、
鉄
道
の
発
達
な
ど
に

よ
り
、
茨
城
県
側
か
ら
千
葉
県
側
の
駅
に
向
け

て
の
渡
船
が
活
発
化
し
ま
し
た
。渡
船
場
は
自

由
に
設
置
さ
れ
、
対
岸
交
通
の
必
要
な
と
こ
ろ

に
随
時
設
け
ら
れ
、
人
々
の
往
来
の
足
と
し
て

利
用
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
時
代　
利
根
川
の
流
路
や
昭
和
一
二
年
の

旧
水
郷
大
橋
開
通
に
よ
り
廃
止
さ
れ
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和
三
〇
年
代
の
高
度
経

済
成
長
期
ま
で
は
渡
船
が
運
航
し
て
い
ま
し
た
。

昭
和
五
〇
年
代
に
は
、
陸
上
交
通
の
振
興
と
と

も
に
、
河
川
に
永
久
橋
が
か
け
ら
れ
る
に
つ
れ

て
、ほ
と
ん
ど
の
渡
船
場
は
消
滅
し
て
い
ま
す
。

　

稲
敷
市
の
渡
船
場
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
で
し

ょ
う
。明
治
三
六
年
、昭
和
七
年
、昭
和
二
七
年
、

昭
和
五
六
年
の
国
土
地
理
院
発
行
五
万
分
の
一

の
地
図
か
ら
読
み
取
る
と
、
下
の
一
覧
表
と
な

り
ま
す
。

　

稲
敷
市
の
昭
和
五
六
年
の
地
図
に
は
確
認
で

き
ず
、
近
郊
河
川
に
は
、
架
橋
が
進
み
消
滅
し

ま
し
た
。

【
資
料
】

大
利
根
百
話
（
関
東
建
設
弘
済
会
・
昭
和
六
二

年
）

水
郷
の
生
活
と
橋
（
大
利
根
博
物
館
・
平
成
一

八
年
）

ふ
る
さ
と
探
訪　
第
１
０
５
回

　
水
郷

稲
敷
の
渡
し
場●

市
郷
土
資
料
調
査
委
員
・
姥
貝　

守

渡船場 明治36年 昭和７年 昭和27年 河川名
①中嶋（本新嶋村）～　飯嶋（東大戸村） ○ ○ ○ 利根川
②上ノ嶋（本新嶋村）～石納（東大戸村） ○ 利根川
③結佐（十余嶋村）～野間谷原（東大戸村） ○ ～川尻 ○ 利根川
④六角（十余嶋村）～　川尻（東大戸村） ○ ～川尻 ○ 利根川
⑤橋向（十余嶋村）～　神崎（神崎村） ○ ○ ○ 利根川
⑥西代（本新嶋村）～　笄嶋（佐原町） ○ ○ ○ 横利根川
⑦原（浮嶋村）～　　　古宿（麻生町） ○ ○ ○ 霞ヶ浦
⑧前浦（浮嶋村）～　　下馬渡（古渡村） ○ 戸崎～ ○ 霞ヶ浦
⑨水神（本新嶋村）～　同向地 ○ ○ 新利根川
⑩伊佐部（伊崎村）～　同向地 ○ ○ ○ 新利根川
⑪高田（高田村）～　　江戸崎（江戸崎町） ○ 小野川
⑫四谷（十余嶋村）～　高谷（瑞穂村） ○ ○ 利根川
⑬原（浮嶋村）～　　　古新田（伊崎村） ○ 霞ヶ浦
⑭野原（鳩崎村）～　　端山（安中村） ○ 霞ヶ浦

西代渡船場

⑤道標
橋向渡船場

⑥道標
西代渡船場

時
な
ら
ぬ
雪
積
む
花
と
な
り
に
け
り	

小
林
寿
恵
王（
田
宿
）

そ
こ
だ
け
が
暮
れ
ず
に
残
る
い
た
ち
ぐ
さ	

増
田
み
き
お（
羽
賀
）

蝶
生
れ
山
畑
に
影
配
り
ゆ
く	

矢
口
由
里
子（
西
町
）

散
り
ざ
ま
も
決
意
の
ご
と
く
落
花
か
な	

酒
井
重
雄（
小
羽
賀
）

い
っ
せ
い
に
柳
の
芽
吹
く
船
溜
り	

青
木
啓
泰（
本
宿
）

一
門
の
花
人
と
な
り
興
禅
寺	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

今
年
ま
た
桜
吹
雪
の
中
に
佇
つ	

幸
田
不
死
男（
荒
宿
）

春
耕
の
妻
に
請
わ
れ
て
鍬
を
買
ひ	

石
井
忠（
橋
向
）

新
調
の
制
服
眩
し
桜
吹
く	

宮
本
芳
子（
切
通
）

一
台
は
落
花
ま
み
れ
の
駐
車
場	

岡
村
敏
子（
新
山
）

は
る
か
ま
で
堤
を
覆
う
花
朧	

福
本
き
み
え（
新
山
）

満
開
の
桜
の
中
の
美
術
館	

根
本
京
子（
高
田
）

手
を
あ
げ
て
池
の
向
う
の
花
の
人	

山
田
と
み
代（
月
出
里
）

伊
勢
参
宮
玉
砂
利
響
く
道
長
し	

細
川
え
つ
子（
荒
宿
）

幼
な
日
の
駄
菓
子
屋
の
味
心
太	

堀
内
さ
わ
子（
境
島
）

ス
ー
パ
ー
で
肩
叩
か
れ
し
花
の
友	

根
本
静
江（
阿
波
）

畦
塗
り
も
平
成
の
今
ト
ラ
ク
タ
ー	

小
貫
和
子（
浮
島
）

市
を
挙
げ
て
人
々
招
く
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ	

高
柳
幸
子（
古
渡
）

菜
の
花
や
う
れ
し
さ
い
っ
ぱ
い
ラ
ン
ド
セ
ル	

坂
本
き
よ
子（
下
馬
渡
）

傘
に
落
つ
音
の
静
か
に
菜
種
梅
雨	

埜
口
信
子（
阿
波
）

早
場
米
地
帯
と
呼
ば
れ
植
え
急
ぐ	

飯
嶋
伊
津
子（
阿
波
）

何
も
か
も
忘
れ
て
楽
し
蕨
採
り	

根
本
ナ
カ（
神
宮
寺
）

つ
ば
め
来
て
軒
下
賑
わ
う
昨
日
今
日	

高
須
湖
城（
浮
島
）

咲
き
満
ち
て
ミ
モ
ザ
の
花
房
重
く
垂
れ
春
雨
煙
る
狭
庭
明
る
し	

雨
宮
美
世
志（
高
田
）

雲
切
れ
て
湖
底
の
様
な
碧
空
を
群
鳥
幾
た
び
も
旋
回
し
行
く	

坂
本
緑（
鳩
崎
）

撒
く
餌え
さ

に
い
つ
も
一
羽
で
来
る
野
鳥
独
り
身
の
愚
痴
と
き
に
き
か
せ
る	

根
本
冨
貴
子（
田
宿
）

高
価
な
る
補
聴
器
定
着
し
た
る
ゆ
え
生
へ
の
執
着
ま
た
増
し
て
く
る	
根
本
正
直（
門
前
）

さ
む
空
に
ゴ
ー
エ
ン
美
浦
に
通
院
す
大
き
な
風
呂
に
心
や
す
ら
ぐ	
松
本
静
子（
西
町
）

義
貫
き
し
南
朝
秘
話
の
名
主
祀
る
十
三
塚
は
花
に
包
ま
れ	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

春
来
た
り
夏
日
の
あ
と
に
寒
戻
り
冬
物
コ
ー
ト
を
脱
い
だ
り
着
た
り	

山
本
彰
治（
高
田
）

異
国
語
の
飛
び
交
う
中
で
共
に
見
る
さ
く
ら
は
さ
く
ら
上
野
の
さ
く
ら	

財
部
睦
美（
光
葉
）

軽
鴨
の
水み

を尾
引
く
先
に
筑
波
峰
は
霞
の
中
に
見
え
つ
隠
れ
つ	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

名
の
知
ら
ぬ
ま
ま
に
育
て
し
紫
の
小
花
清
し
く
今
年
も
咲
け
り	

篠
田
す
い（
下
太
田
）

こ
の
時
期
は
三
寒
四
温
の
変
化
あ
り
四
季
の
移
ろ
い
趣
あ
り
て	

椎
木
道
代（
柴
崎
）

少
し
高
き
流
し
台
に
て
靴
洗
う
小
一
の
孫
に
踏
み
台
備
ふ	

宮
渕
敏
江（
下
太
田
）

さ
あ
つ
い
に
田
ん
ぼ
デ
ビ
ュ
ー
の
時
が
き
た
丈
夫
に
育
て
と
水
か
け
る
朝	

岡
野
千
恵
子（
伊
佐
津
）

裏
山
の
さ
み
ど
り
中
さ
わ
さ
わ
と
ひ
と
本
藤
の
む
ら
さ
き
垂
る
る	

川
村
と
み（
堀
川
）

花
び
ら
を
手
に
と
り
て
編
む
首
飾
り
子
供
の
こ
ろ
を
な
つ
か
し
む
わ
れ	

大
竹
恵
美
子（
寺
地
）

エ
ン
ジ
ン
無
し
青
空
に
浮
く
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
我
も
飛
び
た
い
空
の
果
て
ま
で	

吉
田
テ
ル（
伊
佐
津
）

人
も
来
ず
鳥
も
来
鳴
か
ず
庭
の
辺
に
散
り
敷
く
つ
ば
き
入
り
日
に
か
が
よ
う	

諸
岡
静
江（
伊
佐
部
）

消
え
そ
う
な
記
憶
の
渦
に
一
枚
の
セ
ピ
ア
色
の
母
畑
を
耕
す	

諸
岡
ふ
じ
枝（
結
佐
）

重
ね
着
を
脱
ぎ
す
て
草
抜
く
老
い
吾
に
園
の
桜
が
風
に
舞
い
散
る	

板
橋
道
子（
福
田
）

の
う
の
う
と
積
木
あ
そ
び
に
興
じ
来
て
見
る
見
る
高
く
い
よ
い
よ
危
う
し	

坂
本
弥
太
郎（
幸
田
）

年
ご
と
に
入
退
院
を
く
り
返
し
先
見
え
ぬ
ま
ま
今
日
を
生
き
ぬ
く	

柴
崎
文
子（
町
田
）

ゆ
く
春
の
名
残
り
惜
し
む
や
や
ぶ
椿
六
地
蔵
立
つ
野
の
道
に
咲
く	

小
泉
實（
福
田
）

赤
身
濃
く
厚
き
切
り
身
が
食
そ
そ
る
鰹
の
タ
タ
キ
よ
さ
こ
い
高
知	

吉
田
多
嘉
子（
伊
佐
部
）

青あ
お

蛙が
え
るあ
じ
さ
い
の
葉
に
し
が
み
つ
き
又ま
た

明あ

す日
雨
か
と
初し
ょ

夏か

の
夕
暮
れ	

酒
井
君
江（
時
崎
）



ご意見を！　市民のみ
なさんのご意見、ご提
案を今後の編集に反映
していきたいと思いま
す。秘書広聴課まで。
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・マイナンバーと結びついた個人情報
を保護するため、様々な対策を講じま
す。
4マイナンバーは、行政を効率化し、
国民の利便性を高め、公平・公正な社
会を実現する社会基盤です。
行政の効率化、国民の利便性の向上、
公平・公正な社会の実現が図られます。
●マイナンバーのコールセンター：
0570-20–0178（マイナンバー）

110月から、国民の皆さま一人ひと
りに12桁のマイナンバー（個人番号）
が通知されます。
・市区町村から、住民票の住所に通知
カードが送付されます。
・通知カードを受け取られた方は、同
封された申請書を郵送すること等によ
り、市区町村の窓口で「個人番号カー
ド」の交付を受けることができます。
2来年（平成28年）1月から、マイナ
ンバーは社会保障、税、災害対策の行

政手続で利用します。
・年金、雇用保険、医療保険の手続、生
活保護や福祉の給付、確定申告などの
税の手続など、法律で定められた事務
に限り、マイナンバーが利用されます。
3法律で定められた目的以外でマイ
ナンバーを利用したり、他人に提供し
たりすることはできません。
・他人のマイナンバーを不正に入手し
たり、正当な理由なく提供したりする
と、処罰されることがあります。

マイナンバーは一生使うものです。大切にしてください！

編集後記　▽今月は地域おこし協力隊の皆さんと撮影で何度かご一緒させていただきました。４
人ともフレッシュかつ柔軟な人たちで、どんな活動をされるのか非常に楽しみです。（尾花さんが
杉本哲太に見えるG4出）　▽今月号もバタバタしながらなんとか校了することができました。来
月から広報稲敷の新企画を計画中です。地域おこし協力隊の人たちに負けないように広報係も頑
張ります！（season1の主人公にも負けたくないH 人）

あなたにも、
マイナンバー。
はじまります。

10月からマイナンバーを
一人ひとりにお届けします！

マイナンバーキャラクター

マイナちゃん

稲敷いなのすけ


